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第 31部

WIDEネットワークの現状

本ドキュメントでは、WIDE backbone と各

NOCの現状について述べる。

第 1章 はじめに

WIDEバックボーンネットワークは国内はもとよ

り San Fransico、Losangels、Bangkokなど海外に

も拠点（NOC、Network Operation Center）を持

つ広大なレイヤー 2およびレイヤー 3ネットワーク

である。WIDEバックボーンネットワークの運用は

Twoワーキンググループに参加する各NOCの運用

者による定常的な運用にささえられている。

各接続組織の対外接続ネットワークとして活用さ

れるだけではなく、インターネットの新技術を開発

している研究者、開発者らの新技術の運用実験の場

としても頻繁にWIDEバックボーンネットワークは

活用されている。

本年度のTwoワーキンググループの活動報告とし

て、WIDEバックボーンネットワークの運用報告を

行う。次に IPv6ネットワークへの移行技術として

注目されている Teredoリレーの試験運用に関して

報告を行う。最後に今後のWIDEバックボーン運用

についての展望を述べる。

第 2章 WIDEバックボーンの運用

本章では、WIDE バックボーンの各拠点での

2008 年 12 月 1 日から 2009 年 12 月 14 日までの

運用報告と 2009 年 12 月 14 日現在のWIDE バッ

クボーンのネットワーク構成を報告する。図 2.1は

2009年 12月現在のWIDEバックボーンの概略図で

ある。特筆するアップデートとしては、本年度は新

たに筑波 NOCが設置された。

図 2.1. WIDEバックボーントポロジ
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

2.1 Los Angeles

Los Angeles NOCは、WIDEバックボーンと米国

ISPとの接続を行うための役割を担っているNOCで

ある。現在はMAE-WESTに接続点を持ち、複数の

ISPと peeringを行っている。また、San Francisco

NOC は Los Angeles NOC を経由して接続されて

いる。

•（2009/03/19）foundry1.laxを cat1.laxに置き

換える

•（2009/07/25）pc2.laxが故障。遠隔からの復旧

が不可能になる

図 2.2. Los Angeles NOC

2.2 San Francisco

サンフランシスコNOC（sanfrancisco）は、2004年

4月からそれまでの sanjoseに代わり稼働した新しい

NOCで、Los AngelesからOC-3により接続されてい

る。主な接続先は、PAIXや ISCであり、Los Angeles

NOCとあわせてアメリカ西海岸の拠点となってい

る。また、本 NOC がある建物には SoI Studio が

設置され、2007 年 4 月には、New York の Japan

Studioにも回線が開設されるなど、SoI Studioの拠

点となっている。

•（2009/02/16–18）San Francisco NOCのフロ

ア移設

•（2009/08/07）raritan1.sfoのケーブルが抜けて

いたのを復旧

•（2009/12/08）hitachi1.sfoをフルルート BGP

ルータから国内経路のみに変更

図 2.3. San Francisco NOC
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2.3仙台

pc6、pc9という 2台のPCをセグメントに追加し

た。ネットワークトポロジーに変更はなかった。

•（2009/03/02）pc9追加。

•（2009/01/20）pc6追加。

図 2.4. 仙台 NOC

2.4筑波

筑波NOCは、2009年 3月に筑波大学学術情報メ

ディアセンター内に新たに設置されたNOCで、シ

ステム情報工学研究科産学間連携推進室をはじめと

する周辺の研究組織を収容している。

•（2009/03/05）cisco2.notemachiから経路を取

得し、接続を完了

•（2009/06/18）cisco2.notemachi ⇐⇒ cisco1.

tsukuba間で OSPFv3有効化

•（2009/10/17）電気事業法に基づく電気設備の

定期点検のため停止

•（2009/10/18）電気事業法に基づく電気設備の

定期点検のため停止
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

図 2.5. 筑波 NOC

2.5根津

根津 NOCは東京大学情報基盤センターに設置さ

れ、WIDEプロジェクトネットワークにおいて、大手

町と矢上の間に存在する、関東側バックボーンネット

ワークの一拠点である。リーフサイトとしては、東京

大学、東大江崎研、東大加藤研、東大中山研が存在し、

収容サーバとしては、WIDE voip用 callmanager、

mawi-wgサーバ、USAGI Projectサーバ、KAME

Projectサーバ、nautilus6 Projectサーバが存在する。

2009年の主な作業および出来事としては、以下が

あげられる。

•（2009/01/05）foundry4.nezu e2/4 Xenpak交

換

•（2009/09/17）foundry4.nezu e5/2 ER Xenpak

交換

•（2009/09/27）東京大学法定点検のため停電

•（2009/10/25）東京大学法定点検のため停電

図 2.6. 根津 NOC
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2.6 NTT大手町

NTT大手町NOC（notemachi）は、1999年終りか

ら稼働した比較的新しいNOCで、現在、関西方面、北

陸方面へのL2網、JGN2plus、国際L2網（Internet2、

IEEAF）の拠点として重要な立場にある。また、日

本のインターネットトラフィック交換の 1拠点とし

て、DIX-IE、T-LEXを設置し ISPおよび学術研究

NWを収容している。

•（2009/02）f2.t-lex slot不良のため構成変更お

よび firm up

•（2009/06）traceback2.notemachi動作不良のた

め再起動で復旧

•（2009/06）juniper1.notemachi の firm up を

実施

•（2009/07）日食中継配信用設備を接続

•（2009/11）f2.t-lex⇐⇒ JGN2plus-kote間接続

•（2009/11）t-lex環境にて、東京大学DRチーム

の転送実験時に、パケットロスが発生する問題

が発生

•（2009/11）東京大学DRチーム、sc09でのデータ

転送実験を実施し、Bandwidth Chalenge Inpact

Awardを受賞

図 2.7. NTT大手町 NOC
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

2.7 KDDI大手町

KDDI大手町NOCはWIDEバックボーンの中で

も中核を担う重要なNOCとなっており、外部組織

接続が最も多い NOC となっている。10 GbE によ

るバックボーンが導入され、NTT大手町NOCとの

連携がより強まり、WIDEからDIX-IEへの接続拠

点となっている。

•（2008/12/31）irc.tokyo.wide.ad.jpがHDD故

障のため停止した

•（2009/05/19）先方の回線構成見直しのため、JSI

との接続を解除した。

•（2009/06/27）WIDEからの広報 BGP経路の

flappingが発生し、BGP dampeningを実施して

いる ISPとの間で疎通障害が発生した。根本原

因は7/1の foundry4.otemachiの不調であった。

•（2009/07/01）foundry4.otemachiのマネージメ

ントモジュール不調のため、cisco7.otemachiの

収容先を foundry6.otemachiに変更し、foundry4.

otemachiを外した。

•（2009/07/26）juniper1.otemachi で OSPFv3

の障害が発生した。プロセス再起動で復旧した。

•（2009/07/30）pc6.otemachiが downし、IPv6

tunnel接続組織との間で疎通障害が発生した。

•（2009/09/29） juniper1.otemachi にて古い

BGP経路を保持し続ける障害が発生しWIDE

網内の経路障害に繋がった。JUNOSの version

upで問題は解消した。

図 2.8. KDDI大手町 NOC
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2.8八王子

八王子NOCは、東京工科大学内に設置され、八王

子周辺のWIDE参加組織を収容する NOCである。

現在のリーフサイトは、東京工科大学のみである。

•（2009/05/03）pc2の OSを NetBSD 4系から

5系に移行

図 2.9. 八王子 NOC

2.9矢上

矢上 富士通研間の KDDI 回線撤去を実施した。

また、接続先追加に伴い、IP8800からMLX4への

リプレイスを行った。

•（2008/12/05）矢上 富士通研間の KDDI 回線

撤去

•（2009/02/27）IP8800をMLX4にリプレイス

•（2009/08/09）定期保安点検による停電
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

図 2.10. 矢上 NOC Layer-1トポロジ

図 2.11. 矢上 NOC Layer-2トポロジ
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図 2.12. 矢上 NOC Layer-3トポロジ

2.10新川崎

新川崎 NOC は、K2タウンキャンパス内の村井

研究室を拠点とした NOC である。K2タウンキャ

ンパス村井研究室はこれまで矢上NOCの下部組織

として運用されてきたが、リーフ組織への回線提供

を行うため、2005年後半よりNOCとして運用して

いた。2008年度の構成変更にて、リーフ組織であっ

たアラクサラの接続先が矢上NOCへと変更となっ

たため、一時NOCではなくなったが、2009年度に

IPv4枯渇TFがリーフ組織として接続したため、再

び NOCとしての機能を担うこととなった。

•（2009/04/23）法定点検にともなう停電

•（2009/06/15）部屋内改装にともなう停電

•（2009/08/03）IPv4枯渇 TF接続

•（2009/09/20）法定点検にともなう停電

•（2009/09/27）新川崎における電柱工事のため

矢上←→新川崎間のファイバ借用発生

図 2.13. 新川崎 NOC
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

2.11藤沢

藤沢 NOCは慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス内

にあり、慶應義塾大学や村井研究室の他、周辺の研究

組織を収容している。同時にXCASTやAI3との接

続、IRCサービス（irc.fujisawa.wide.ad.jp）、VoIP

関連サービス（CallManager、VoiceGateway）など

を行っている。

•（2008/12/22）WIDE↔富士ゼロックス間の専
用線（NTT 64Kスーパーデジタル）廃止

•（2009/12/06）SFC構内全域の変電設備の定期

保安点検による構内停電

図 2.14. 藤沢 NOC Layer-2トポロジ図
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図 2.15. 藤沢 NOC Layer-3トポロジ図
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

2.12小松

小松NOCは北陸先端科学技術大学院大学（JAIST/

石川県能美市）内に設置されたNOCであり、同大

学、NICT北陸リサーチセンター（通称：StarBED）

等への接続を収容している。NOC間接続として関東

および関西方面に対し複数のリンクを持ち、東阪間

リンク障害時の迂回経路としての役割も担っている。

本年は、WIDEならびに JAISTでの広域 10G回

線の再編が行われ、対外リンクの構成変更が行われた。

•（2009/03/22）07:00–17:00 JAIST全学停電に

伴うサービス停止。

•（2009/03/31）小松 ←→ 大手町 10 G 回線

（WIDE）廃止

•（2009/03/31）小松←→堂島10G回線（WIDE）

廃止

•（2009/03/31）小松 ←→ 大手町 220M 回線

（JAIST）廃止

•（2009/04/01）小松 ←→ 大手町 10 G 回線

（JAIST）開通 ※WIDEからの契約切替

図 2.16. 小松 NOC
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2.13堂島

堂島NOCは、WIDEプロジェクトのネットワー

クにおける西日本のコア拠点となっている。NTT

テレパーク堂島第 1ビルと第 3ビルに拠点を構え、

NTT大手町NOCとともに 10GigabitEthernetバッ

クボーンの 1 点を担ったり、大阪における分散 IX

（NSPIXP3）の 1拠点を担ったりしているNOCで

ある。また、JGN2plus近畿基幹通信網構成拠点も

共存しているため、西日本方面の多数のNOCとリー

フサイトを収容している。

•（2009/10/22–11/16）IETF広島のWIDEバッ

クボーンとの接続拠点として、会場拠点の収容、

IX（NSPIXP3、JPNAP大阪）との接続を行い、

参加者への IPv4、IPv6コネクティビティの提

供を行った。

図 2.17. 堂島 NOCトポロジ

2.14奈良

奈良 NOCは奈良先端科学技術大学院大学内にあ

り、大学およびNOC周辺の研究組織を収容するとと

もにAIIIと接続している。また、FreeBSD、Debian

JP等の公式ミラーを始めとする 10以上のミラーを

提供する FTPミラー（ftp.nara.wide.ad.jp）、IRC

(irc.nara.wide.ad.jp、irc6.nara.wide.ad.jp）をサー

ビスしている。

•（2009/02/25）新設の catalyst1.nara（Catalyst

3560E-12D）を10Gigabit Ethernetでhitachi2.

nara、fastiron1.naraと接続

•（2009/03/14）朝日放送←→NAIST非圧縮 4K

映像伝送（6Gbps）実験を実施

•（2009/07/06）NAISTとの接続をhitachi2.nara

⇐⇒ bigiron-dmz.naist.jp（BigIron RX-4）か

ら hitachi2.nara ⇐⇒ (catalyst1.nara) ⇐⇒
juniper-itc3.naist.jp（Juniper MX240）へ変更

•（2009/7/19–22）朝日放送←→NAIST皆既日

食非圧縮 4K+2K映像伝送（8 Gbps）実験を実施
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

図 2.18. 奈良 NOC Layer-2トポロジ

図 2.19. 奈良 NOC Layer-3トポロジ
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2.15左京

左京 NOCは京都およびその周辺に存在する組織

に対する接続拠点であり京都大学に設置されている。

また、遠隔講義実施のためにキャンパスプラザ京都お

よび広島市立大学向けの IPv6接続も提供している。

•（2009/10/4）停電（法定点検）

•（2009/11/30）遠隔講義のストリーミング制御に

関する実験のための構成変更（2009/12/15まで）

図 2.20. 左京 NOC

2.16倉敷

WIDE倉敷NOCでの大きな変更点は、美星町の

美星天文台と美星スペースガードセンターの収容換

えである。美星町の町内 LANが既存の ATM接続

から、GigabitEthernetに構成変更したため、両組織

をGigabitEthernetに変更した。美星天文台は、町

内 ATMから岡山情報ハイウエイの ATMを経由し

て倉敷 NOCのアクセスポイントである、テレポー

ト岡山 NOCに設置したMegaAccessで終端してい

た。これを、町内 Ethenetから岡山情報ハイウエイ

を経由して、GigabitEthernet の VLAN で伝送す

るようにし、昨年設置した Catalyst6500で終端す

るよう設定した。美星スペースガードセンターは、

もともと ATMのルータ接続を行っていたが、これ

も GigabitEthernet 経由の VLAN 接続で L2 接続

となった。接続の経路は美星天文台とは違い、町内

LANを経由しておらず自設線により、岡山情報ハイ

ウエイ井笠POPに ZX接続となっている。これは、

以前の ATM 回線が同じように自設線で井笠 POP

に接続されていたためである。ルーティングは、ス

ペースガードセンター内の VLANを直接倉敷NOC

のCatalyst6500で終端し、経路制御をCatalyst6500

で行うよう変更し、スペースガードセンター内のルー

タ設置は、無くした。

•（2009/07/09）美星スペースガードセンター収

容変更（ATM⇒GigbitEther）

•（2009/09/15）美星天文台収容変更（ATM⇒
GigbitEther）
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●第 31部 WIDEネットワークの現状

図 2.21. 倉敷 NOC

2.17広島

今年度も大きなトラブルはなく、2008年度からの

機材、構成の変更もなかった。

•（2009/08/30）法令点検による計画停電

図 2.22. 広島 NOC
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2.18福岡

福岡 NOCでは、日立GR2000にて運用を行なっ

ている。支線は 2つあり、帯域を必要としない実験

用に 100Mbpsのセグメントが、また、高速実験用

に 1 Gbpsのセグメントが利用可能である。

図 2.23. 福岡 NOC

2.19バンコク

2007年 5月 15日に設置されたバンコクNOCは、

NECTECやUniNETといったタイの学術研究組織

との研究活動強化を目的に設立された。今年度も引

き続き、WIDEプロジェクトとしての独自の回線は

存在しないが、JGN2plusの東京←→新嘉坡←→バ
ンコク回線を利用し、VLANを用いてWIDEイン

ターネットをバンコクまで延長した。IPv4、および

IPv6の接続性を提供している。バンコク NOCは、

JGN2plusの新嘉坡・バンコク回線を収容している

NECTECと同じ建物に存在し、そこからUTPケー

ブルを延伸し、バンコクNOCが存在する部屋にネッ

トワークをひいた。バンコクNOCの主な利用者は、

バンコクを中心に活動している SOI Asiaプロジェ

クトのメンバーであるPatcharee Basu、および関係

者になる。

今年度も昨年度同様、SOI Asiaプロジェクトで遠

隔講義、講演をするための環境が整えられ、様々な

授業やイベントへ参加した。イベントの詳細を下に

示す。また、今年度は停電が頻繁に発生したことか

図 2.24. Bangkok NOC

ら、事故としてその記録を残す。

•（2008/01/13）9:00–14:25停電発生、JGN2plus

は NECTECの UPSにより電源供給確保され

るが、バンコク NOCは別フロアのため、UPS

電源容量使用後停止

•（2008/01/19）11:00–26:00 地震後復旧のため

SMW-3ケーブルのメンテナンスが発生したが、

スケジュールされていた関係もあり影響なし

•（2008/01/22–24）SOI Asiaプロジェクト：Inter-

national Symposium on the Restoration Pro-

gram from Giant Earthquakes and Tsunamis

プーケット会場の映像をバンコクオフィスまで

配信し、その後、SOI Asiaネットワークへと再

送信することでカンファレンスに参加した

•（2008/07/01）12:00–15:00停電発生、JGN2plus

は NECTECの UPSにより電源供給確保され

るが、バンコク NOCは別フロアのため、UPS

電源容量使用後停止

•（2008/08/09）18:55–20:20停電発生、JGN2plus

は NECTECの UPSにより電源供給確保され

るが、バンコク NOCは別フロアのため、UPS

電源容量使用後停止

•（2008/09/22）SOI Asiaプロジェクト：Confer-

ence on Financing Renewable Energy Projects

に参加

•（2008/10/13）SOI Asiaプロジェクト：慶應義

塾創立 150年記念 JAXA 宇宙飛行士星出彰彦
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先輩が語る「Design the Future 宇宙、そし

て未来へ 」への参加

•（2009/03/26）JGN2plus 回線の構成変更にと

もない新嘉坡からの回線に変更

•（2009/03–2009/05）新嘉坡回線の品質劣化によ

る回線断頻発

第 3章 Teredoリレー試験運用

本章では、今年度WIDEバックボーンにて試験的

に運用を行った Teredoリレーに関する検証結果を

報告する。

3.1本試験運用の趣旨

Teredoとは、IPv6ホストや IPv4ホストが 1つま

たは複数の IPv4ネットワークアドレス変換器（NAT）

の内側に配置されている場合に、ユニキャスト IPv6

トラフィックに対してアドレスの割り当てとホスト

間の自動トンネリングを行う IPv6移行テクノロジ

である。昨今、インターネットの IPv6化に伴い、比

較的簡単に IPv6環境と接続できる技術として各所

に設置されつつある。

「KAMEプロジェクトのホームページhttp://www.

kame.net/にアクセスして踊る亀を見る」というの

は IPv6 環境に初めて接続した時に IPv6 入門者が

よく行う行為である。この KAMEプロジェクトの

ページはWIDEバックボーン内に設置されている。

残念なことに、Teredo クライアントから当該サイ

トに接続できない状態が長い間続いていた。これは

WIDEが利用している国外の Teredoリレーが正常

に動作しておらずパケットが消失するブラックホー

ルとなっていたためである。

類似の IPv6 移行技術である 6to4 とは異なり、

Teredoアーキテクチャでは IPv6の世界と IPv4の

世界を橋渡しする Teredo リレーは、ユーザが選択

するのではなく、接続先の IPv6サーバから一意に

決まる。このため、ユーザではなく IPv6サーバ運

用者が常に Teredoリレーが正常に動作しているか

どうかを意識する必要がある。このため Teredoリ

レーはAS（Autonomous System）毎に運用される

のが望ましい。

そこで、Teredo リレーサーバを試験的にWIDE

バックボーン内に設置し、ブラックホール状態の改

善や国内向けトラフィックのラウンドトリップ・タ

イムの改善などが行えるか、WIDEバックボーンに

て定常運用を行う必要があるか、などを検証した。

3.2 Teredoリレー設置による国内向けTeredoト

ラフィックのラウンドトリップ・タイムの改善

2009年 6 月 26日には two WGでは、問題のあ

る Teredoリレーの経路（2001::/32）を排除するこ

とで、Teredoクライアントの接続性を回復したが、

ドイツにある Teredoリレーを利用していた。その

ため、図 3.1に示すように、国内の Teredo 環境か

らwww.kame.netへのラウンドトリップ・タイムが

580msあり、接続品質は低かった。

このため、two WG では、まず国内 ISP 向けの

Teredoトラフィックのラウンドトリップ・タイムの

品質をWIDEバックボーン内にTeredoリレーを設

置することで改善できるかどうかを検証するために、

Teredoリレーの試験運用を 2009年 7月 13日に開

始した。TeredoリレーにはVMware上でゲストOS

として実行している FreeBSD 7-STABLE を用い、

そこにフリーソフトウェアのMiredo（http://www.

remlab.net/miredo/）をインストールした。Teredo

の帯域上限を設定するために、10 Mbpsの仮想NIC

を利用した。

図 3.2に Teredoリレー導入後の国内 ISPにある

Teredoクライアントから www.kame.netへの ping

� �
% ping6 www.kame.net

PING6(56=40+8+8 bytes) 2001:0:53aa:64c:38ec:7d36:c23f:38a3 -> 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=0 hlim=48 time=1479.573 ms

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=1 hlim=48 time=582.661 ms

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=2 hlim=48 time=583.896 ms

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=3 hlim=48 time=586.424 ms

� �
図 3.1. Teredoリレー導入前の www.kame.netへのラウンドトリップ・タイム
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� �
% ping6 www.kame.net

PING6(56=40+8+8 bytes) 2001:0:53aa:64c:c47:7cbb:c23f:38a3 --> 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=0 hlim=60 time=578.443 ms

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=1 hlim=60 time=19.159 ms

16 bytes from 2001:200:0:8002:203:47ff:fea5:3085, icmp_seq=2 hlim=60 time=15.111 ms

� �
図 3.2. Teredoリレー導入後の www.kame.netへのラウンドトリップ・タイム

図 3.3. トラフィック量の変動

の結果を示す。ラウンドトリップ・タイムは 580 ms

から 15～19msへと大きく改善し、Teredoリレー導

入により通信品質の改善が期待できることが明らか

となった。

3.3 Teredoリレー向けトラフィックの解析

次にWIDEプロジェクトで定常運用を行うによる

インターネット全体でのトラフィックエンジニアリ

ングの効果やWIDEプロジェクト内で運用可能か

どうかを検証するために、定常運用試験を実施した。

試験期間中は Teredoリレーに流れるトラフィック

を観測し、トラフィック解析を実施した。

まず、MRTGを用いてトラフィック観測を開始し

たところ、Teredoトラフィックが仮想NICで制限し

た 10 Mbpsの帯域を使い切っていた。試験運用開始

前はトラフィックの大半をWebトラフィックが占め

ると予想していたが、トラフィックを解析したところ

実態は大きく異なっており、99%以上が BitTorrent

のトラフィックで占められているのが分かった。仮

想NICによる上限防止がなければさらに多くのトラ

フィックが流れると思われる。

さらに通信している IPv6アドレスの組を調べた

ところ、一方の IPv6アドレスは 6to4（2002::/16）、

もう一方がTeredo（2001::/32）であることが分かっ

た。これはWindos Vistaなどの IPv6レディなOS

上のTorrentアプリケーションがPeer-to-Peer接続

性確保のためにTeredoや 6to4を積極的に使うため

である。Teredoクライアント同士、もしくは 6to4

クライアント同士は、リレーを使わないで直接通信

するショートカット・メカニズムががあるが、6to4

とTeredo間の接続では、そのようなメカニズムはな

く、6to4リレーとTeredoリレーを介して接続する。

2009年 8月 3日には 6to4とTeredo間の接続を一

時的に止めた。このため、トラフィックが激減して

いる。MRTGによるトラフィック量の遷移を図 3.3

に示す。

3.4まとめ

以上の結果を持って試験運用は終了したと判断し

た。トラフィック解析結果から Teredoリレーに流

れてくるトラフィックは 6to4から流れてくること

が判明したことと Torrentトラフィックが多いため

WIDEバックボーンではなくWIDEバックボーン

に隣接する商用 ISP環境に Teredoリレーを設置し

たほうがよいと判断した。

今後はTokyo6to4 Project http://www.tokyo6to4.

net/と協力する形でパブリック6to4/Teredoリレー

の構築、運用を進めていく。
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第 4章 おわりに

本年度もWIDEバックボーンネットワークの安

定運用を行うと同時に、NetFlow/sFlow等 Flow情

報に基づくトラフィック監視、バックボーン全体の

可視化など、新技術の運用実験を行ってきた。また、

今年度は Teredoリレーの試験導入を実施し、IPv6

網および 6to4に近い地点にTeredoリレーを設置す

ることがトラフィックエンジニアリング上有効であ

ることが確認された。

来年度も引き続きWIDEバックボーンネットワー

クの安定運用を行っていきつつ、安定したドメイン

間 IPv4/IPv6マルチキャストの運用、安定運用のた

めの計測、管理システムの研究開発と運用実験、ま

た、若手の育成や技術伝承による教育活動など、精

力的にネットワーク運用と研究開発を行っていく。
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